
戸
田
貞
三
（
一
八
八
七
～
一
九
五
五
）
の
処
女
論
文
は
、
『
戸
田
貞
三
著

作
集
』
第
一
巻
の
目
次
や
、
還
暦
記
念
論
文
集
『
現
代
社
会
学
の
諸
問
題
』

（
弘
文
堂
、
一
九
四
九
）
末
尾
の
著
書
論
文
一
覧
に
徴
し
て
明
ら
か
な
よ
う

に
、
一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
公
刊
の
「
日
本
に
於
け
る
家
の
制
度
発
達
の

研
究
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
年
創
立
さ
れ
た
日
本
社
会
学
院
の
機
関
誌

『
日
本
社
会
学
院
年
報
』
の
創
刊
号
の
巻
頭
を
飾
っ
た
、
堂
々
一
三
六
頁

（
全
巻
三
○
六
頁
の
四
四
％
に
当
た
る
）
に
及
ぶ
大
論
文
で
あ
る
が
、
実
は

前
年
の
一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
）
七
月
、
戸
田
が
東
京
帝
国
大
学
文
科
大

学
哲
学
科
を
卒
業
し
た
と
き
の
卒
業
論
文
「
日
本
家
族
制
度
の
発
達
の
研

究
」
に
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
戸
田
は
文
字
ど
お
り
の
処
女
論
文
を

引
っ
提
げ
て
学
界
に
堀
爽
と
デ
ピ
「
一
－
し
た
の
で
あ
る
。

戸
田
は
一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
）
の
始
め
頃
ま
で
に
書
い
た
論
文
九
篇

■
学
説
研
究

戸
田
貞
三
の
「
家
族
構
成
」
研
究
以
前

一
、
問
題

を
ま
と
め
て
、
そ
の
年
五
月
に
『
家
族
の
研
究
』
（
弘
文
堂
）
を
刊
行
し
た
。

周
知
の
と
お
り
彼
の
最
初
の
著
書
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
か
の
処
女
論
文
と

「
故
外
山
教
授
の
『
神
代
の
女
性
』
に
就
い
て
」
〔
一
九
二
五
〕
の
二
点
が

こ
の
さ
い
外
さ
れ
た
ば
か
り
か
、
後
年
の
著
作
の
中
に
も
収
録
さ
れ
る
こ
と

が
な
か
っ
た
。
「
神
代
の
女
性
に
つ
い
て
」
は
「
日
本
家
族
制
度
の
発
達
」

と
同
じ
領
域
の
考
察
で
あ
っ
た
う
え
に
、
書
評
論
文
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
た
め
に
、
除
外
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
「
日
本
家
族
制
度
の
発

達
」
が
外
さ
れ
た
の
は
何
故
か
。
建
部
遮
吾
教
授
（
一
八
七
一
～
一
九
四

五
）
の
お
め
が
ね
に
叶
っ
て
掲
載
さ
れ
た
処
女
論
文
を
、
切
り
捨
て
た
の
も

同
然
の
結
末
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
、
私
は
興
味
を
唆
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
理
由
は
、
お
そ
ら
く
、
同
じ
く
家
族
研
究
と
は
い
っ
て
も
、
か
の
処

女
論
文
は
一
九
二
四
年
（
大
正
一
三
）
以
降
戸
田
が
発
表
し
た
一
連
の
家
族

研
究
と
は
異
質
の
も
の
で
、
同
一
の
書
物
の
な
か
に
収
録
し
た
の
で
は
著
書

の
統
合
性
が
著
し
く
損
な
わ
れ
る
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
常

識
的
な
推
測
が
も
し
さ
ほ
ど
見
当
違
い
の
も
の
で
な
い
と
す
れ
ば
、
後
年
の

森
岡
清
美
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ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
は
異
質
と
み
え
る
テ
ー
マ
を
、
な
ぜ
処
女
論
文
で
取
り
上

げ
た
の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
問
題
の
立
て
方
が
逆
で
あ
る
。
処

女
論
文
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
家
族
制
度
の
歴
史
的
研
究
に
は
後
年
一
度
だ
け

書
評
の
よ
う
な
形
で
ふ
れ
た
ば
か
り
で
、
よ
り
深
く
掘
り
下
げ
た
成
果
を
発

表
す
る
こ
と
は
つ
い
に
な
く
、
同
じ
家
族
研
究
な
が
ら
別
の
テ
ー
マ
つ
ま
り

家
族
構
成
の
研
究
に
移
り
、
主
と
し
て
統
計
的
方
法
で
こ
れ
を
追
究
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
は
何
故
か
、
を
問
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
私

は
戸
田
の
処
女
論
文
の
テ
ー
マ
と
後
年
の
家
族
研
究
の
テ
ー
マ
と
の
間
の
断

絶
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
断
絶
を
繋
ぐ
も
の
を
探
っ
て
ゑ
た
い
の
で
あ
る
。

小
稿
を
「
戸
田
の
『
家
族
構
成
』
研
究
以
前
」
と
題
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

な
お
、
長
文
の
卒
業
論
文
が
創
刊
号
の
巻
頭
を
飾
る
栄
誉
を
担
っ
た
か
ら

に
は
、
こ
の
処
女
論
文
は
当
時
の
学
界
か
ら
意
味
あ
る
貢
献
と
評
価
さ
れ
る

も
の
を
含
ん
で
い
た
に
違
い
な
い
。
戸
田
が
著
書
の
な
か
に
収
録
し
な
か
っ

た
か
ら
と
い
っ
て
、
家
族
研
究
に
と
っ
て
価
値
な
き
も
の
と
早
合
点
し
、
こ

の
論
文
の
価
値
を
も
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う

な
学
術
的
意
義
を
も
つ
論
文
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
家
族
構
成
」
の
研

究
以
前
を
考
察
す
る
作
業
は
、
ま
ず
こ
の
点
の
検
討
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

戸
田
が
卒
業
論
文
で
上
記
の
主
題
を
扱
っ
た
の
に
は
、
戸
田
晩
年
の
談
話

に
よ
れ
ば
つ
ぎ
の
二
つ
の
理
由
が
あ
っ
た
〔
戸
田
一
九
五
三
〕
。
第
一
は
、

二
、
「
戸
主
制
度
存
廃
論
」
批
判
と
家
族
制
度
史
の
研
究

社
会
学
の
一
番
大
き
な
研
究
対
象
で
あ
る
国
家
と
か
民
族
の
問
題
に
入
っ
て

ゆ
く
た
め
に
は
、
自
分
の
力
か
ら
い
っ
て
家
族
の
問
題
か
ら
入
る
の
が
最
も

や
り
や
す
い
、
と
考
え
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
東
京
帝
国
大
学
初
代
の

社
会
学
講
座
担
任
で
あ
り
建
部
の
師
で
あ
っ
た
外
山
正
一
（
一
八
四
四
～
一

九
○
○
）
の
著
述
を
、
「
神
代
の
女
性
」
を
始
め
と
し
て
い
く
つ
か
読
承
、

そ
の
影
響
を
最
も
強
く
受
け
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
神
代
に
遡
る
家
族

史
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
家
族
史
の
問

題
を
家
族
制
度
史
の
問
題
と
し
て
捉
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

戸
田
が
指
摘
し
た
と
こ
ろ
を
原
因
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
た
い
し
て
機
縁
と

も
い
う
べ
き
も
の
が
別
に
あ
り
、
こ
れ
が
家
族
史
を
生
活
史
な
ど
で
な
く
制

度
史
と
捉
え
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
で
は
機
縁

と
は
何
か
。
戸
田
の
知
的
環
境
と
し
て
の
当
時
の
言
論
界
の
争
点
が
そ
れ
で

あ
っ
た
。

戸
田
の
年
譜
に
よ
れ
ば
、
彼
が
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
哲
学
科
で
社
会

学
専
修
の
学
生
生
活
を
送
っ
た
の
は
、
一
九
○
九
年
（
明
治
四
二
）
か
ら
一

九
一
二
年
の
三
年
間
で
あ
る
。
日
露
戦
争
以
後
、
政
治
・
経
済
・
社
会
・
思

想
に
ま
た
が
る
分
野
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
戸
主
制
度
存
廃

論
」
が
、
ま
さ
に
こ
の
時
期
に
、
言
論
界
を
沸
か
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
戸
主
制
度
」
と
は
、
当
時
京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
の
学
生
で
あ
っ
た

後
の
日
本
経
済
史
家
本
庄
栄
治
郎
（
一
八
八
八
～
一
九
七
三
）
の
造
語
で
あ

っ
て
、
家
長
権
を
基
本
と
す
る
家
を
も
っ
て
社
会
構
成
の
単
位
と
す
る
制
度

で
あ
る
〔
本
庄
一
九
一
三
、
一
二
五
六
〕
。
本
庄
は
戸
主
制
度
存
置
論
が

起
こ
っ
て
来
た
背
景
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。
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こ
う
い
っ
た
戸
主
制
度
存
置
論
者
の
憂
慮
の
声
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
廃

亡
論
者
、
す
な
わ
ち
戸
主
制
度
は
廃
亡
の
気
運
に
あ
る
、
そ
れ
で
よ
い
で
は

な
い
か
、
と
い
う
意
見
の
識
者
と
の
間
に
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
こ

の
論
争
に
は
、
単
に
法
学
者
だ
け
で
な
く
、
法
科
大
学
に
属
す
る
経
済
学
者
、

そ
れ
に
文
科
大
学
哲
学
科
の
哲
学
者
、
倫
理
学
者
や
教
育
学
者
ま
で
加
わ
っ

た
の
で
あ
る
。

京
都
帝
国
大
学
で
は
、
民
法
の
岡
村
司
（
一
八
六
六
～
一
九
二
二
）
、
倫

理
学
の
藤
井
健
治
郎
（
一
八
七
二
～
一
九
三
己
、
経
済
学
の
河
田
嗣
郎

（
一
八
八
三
～
一
九
四
二
）
な
ど
、
廃
亡
論
者
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
に
た
い

し
て
東
京
帝
国
大
学
に
は
、
民
法
の
穂
積
重
遠
（
一
八
八
三
～
一
九
五
一
）

を
例
外
と
し
て
、
哲
学
の
井
上
哲
次
郎
（
一
八
五
六
～
一
九
四
四
）
、
憲
法

の
穂
積
八
束
（
一
八
六
○
～
一
九
一
二
）
、
民
法
の
奥
田
義
人
（
一
八
六
○

日
露
戦
争
で
日
本
が
勝
つ
こ
と
が
で
き
た
の
は
戸
主
制
度
の
お
か
げ
で

あ
る
。
将
来
に
わ
た
っ
て
日
本
の
国
力
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ま
す

ま
す
こ
の
制
度
を
確
立
し
、
家
族
主
義
（
家
を
本
位
と
し
個
人
は
家
に
従

属
す
べ
し
と
す
る
思
想
）
を
助
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
、

今
日
の
社
会
現
象
は
こ
の
主
義
と
相
い
れ
な
い
も
の
が
甚
だ
多
く
、
こ
の

ま
ま
放
任
す
れ
ば
個
人
主
義
（
個
人
を
本
位
と
し
個
人
の
幸
福
を
中
心
と

す
る
思
想
）
に
よ
っ
て
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
今
こ
れ
を
是
正
す
る

施
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
日
本
の
国
体
は
遂
に
滅
却
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。

〔
本
庄
一
九
一
三
、
二
二
八
九
〕
。

～
一
九
一
七
）
、
仏
教
学
の
高
楠
順
次
郎
（
一
八
六
六
～
一
九
四
五
）
、
倫
理

学
の
深
作
安
文
（
一
八
七
四
～
一
九
六
二
）
な
ど
、
い
ず
れ
も
存
置
論
者
で

あ
っ
た
。

戸
田
が
学
ん
だ
頃
の
東
大
の
哲
学
科
に
は
井
上
哲
次
郎
を
始
め
と
し
て
高

楠
順
次
郎
や
深
作
安
文
が
お
り
、
京
都
大
学
の
藤
井
健
治
郎
も
非
常
勤
で
き

て
い
て
、
倫
理
学
者
の
藤
井
は
社
会
学
で
は
純
正
社
会
学
を
担
当
し
た
。
そ

の
講
筵
に
列
し
た
戸
田
は
、
し
っ
か
り
し
た
講
義
を
し
て
く
れ
ま
し
た
、
と

回
想
し
て
い
る
〔
戸
田
一
九
五
三
〕
。
そ
う
し
た
身
近
な
人
々
を
と
お
し

て
受
け
た
当
時
の
言
論
界
の
影
響
が
、
戸
田
が
家
族
制
度
史
を
卒
業
論
文
の

テ
ー
マ
に
選
ぶ
機
縁
を
な
し
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

か
の
卒
業
論
文
が
論
壇
の
大
問
題
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
っ
た
と
判
断
さ

れ
る
一
つ
の
根
拠
は
、
『
日
本
社
会
学
院
年
報
』
創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
た
論

文
冒
頭
の
つ
ぎ
の
文
章
で
あ
る
。

晩
年
の
回
想
で
も
戸
田
自
身
は
何
ら
言
及
し
て
い
な
い
が
、
い
わ
ゆ
る

「
戸
主
制
度
存
廃
論
」
が
家
族
制
度
の
発
達
の
研
究
に
着
手
す
る
機
縁
を
な

現
在
我
国
の
家
な
る
制
度
が
如
何
な
る
状
態
に
あ
り
而
し
て
是
が
将
来

如
何
な
る
形
に
変
り
行
く
や
、
旧
来
の
家
族
制
は
全
く
崩
潰
し
去
る
も
の

な
り
や
否
や
は
実
に
我
国
民
の
経
済
上
及
社
会
生
活
上
の
根
本
的
大
問
題

に
し
て
従
来
屡
有
力
な
る
学
者
諸
先
輩
に
よ
り
論
ぜ
ら
れ
而
も
尚
其
解
決

を
見
ず
し
て
存
す
る
頗
る
困
難
な
る
研
究
題
目
な
り
。
〔
戸
田
一
九
一

三
、
三
～
四
〕
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る
。
そ
し
て
、

た
め
の
作
業
、

だ
の
で
あ
る
。

当
面
す
る
大
間
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
第
一
に
家
の
制
度
変
遷
の
確

定
的
事
実
の
解
明
と
そ
の
事
実
に
基
づ
く
将
来
の
変
遷
の
動
向
の
予
測
、
第

二
に
理
想
的
な
家
の
制
度
の
究
明
、
第
三
に
予
測
さ
れ
た
家
の
動
向
と
理
想

的
な
家
の
制
度
と
を
ど
う
調
整
す
る
か
の
研
究
、
が
必
要
だ
と
い
う
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
戸
田
は
自
ら
挙
げ
た
三
つ
の
課
題
の
う
ち
の
最
初
の
課
題
の

た
め
の
作
業
、
つ
ま
り
家
の
制
度
変
遷
の
確
定
的
事
実
の
解
明
に
取
り
組
ん

戸
田
が
こ
の
作
業
を
き
わ
め
て
重
要
視
し
た
の
は
、
当
時
の
論
者
は
事
実

の
解
明
と
い
う
地
道
な
作
業
を
へ
る
こ
と
な
く
動
向
を
論
断
す
る
傾
向
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
を
批
判
し
て
戸
田
は
い
う
。

し
た
こ
と
は
、
こ
れ
で
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
戸
田
は
、
「
有
力
な
る

学
者
諸
先
輩
」
の
氏
名
を
挙
げ
ず
、
ま
た
そ
の
説
に
も
全
く
言
及
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
た
だ
批
判
の
論
点
の
み
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
た
め
に
先
ず
自
ら
の
視
角
を
宣
言
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

一
方
に
は
特
定
の
社
会
を
背
景
と
し
て
其
内
に
存
在
せ
る
家
の
制
度
が

如
何
な
る
変
遷
を
な
せ
し
か
（
中
略
）
と
云
ふ
確
定
的
事
実
の
研
究
を
な

し
是
よ
り
家
の
制
度
が
今
後
社
会
の
進
化
に
伴
ひ
て
如
何
な
る
形
に
変
ら

ん
と
す
る
か
の
勢
を
察
知
す
る
と
同
時
に
他
面
に
は
社
会
進
運
の
理
想
を

考
察
し
此
理
想
の
要
求
に
基
き
て
家
の
制
度
を
如
何
に
せ
ば
最
も
可
な
る

か
を
定
め
其
理
と
其
勢
が
如
何
に
協
合
す
る
か
を
研
究
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず

〔
戸
田
一
九
一
三
、
四
～
五
〕

本
庄
の
い
う
戸
主
制
度
廃
亡
の
気
運
を
、
河
田
は
大
家
族
制
か
ら
小
家
族

制
へ
の
推
移
と
し
て
把
握
し
た
。
戸
主
制
度
と
い
う
よ
り
も
、
わ
れ
わ
れ
社

会
学
者
に
親
し
み
や
す
い
捉
え
方
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
国
民
の
過
半
数
」

『
家
族
制
度
ノ
発
達
』
〔
一
九
○
九
〕
に
よ
り
い
ち
早
く
戸
主
制
度
廃
亡

論
を
ぶ
ち
あ
げ
た
若
手
（
戸
田
よ
り
僅
か
四
歳
年
長
）
の
河
田
嗣
郎
の
文
章

を
つ
ぎ
に
引
用
し
て
、
当
時
の
立
論
が
戸
田
の
い
う
確
定
的
事
実
に
基
づ
く

も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
を
例
示
し
て
み
よ
う
。

我
国
ノ
如
キ
ハ
家
族
制
度
発
達
ノ
上
ヨ
リ
云
へ
（
正
一
一
大
家
族
制
ヲ
出

デ
テ
小
家
族
制
二
入
ラ
ン
ト
ス
ル
所
ナ
レ
ト
モ
然
モ
文
化
一
般
ノ
情
勢
ノ

為
メ
ニ
甚
ダ
シ
キ
変
態
ヲ
示
シ
田
舎
地
方
ヲ
主
ト
シ
テ
広
ク
国
民
ノ
過
半

数
〈
尚
ホ
未
ダ
大
家
族
制
度
ノ
旧
套
ヲ
纒
ヒ
シ
上
有
ル
’
一
都
会
地
方
其
他

社
会
ノ
上
中
流
二
位
ス
ル
モ
ノ
ハ
欧
米
流
ノ
小
家
族
制
ノ
域
二
進
ミ
欧
米

諸
国
二
於
ケ
ル
ト
等
シ
ク
個
人
主
義
的
傾
向
ノ
為
メ
ニ
家
族
瓦
解
ノ
気
運

二
依
テ
迫
ラ
レ
ッ
入
有
ル
ノ
有
様
ナ
リ
〔
河
田
一
九
一
○
、
三
四
八
〕

勢
の
赴
く
所
を
知
ら
ん
と
せ
ば
必
ず
や
従
来
変
遷
の
由
来
を
尋
ぬ
る
を

要
す
若
し
従
来
の
進
動
の
形
跡
を
顧
み
ず
し
て
論
断
せ
ん
と
せ
ば
仮
令
其

の
断
定
が
適
的
中
せ
り
と
す
る
も
そ
は
一
種
の
意
見
に
し
て
科
学
的
立
論

に
あ
ら
ず
科
学
的
研
究
と
し
て
は
事
実
を
基
礎
と
せ
ず
ん
ぱ
何
等
の
価
値

な
し
〔
戸
田
一
九
一
三
、
五
〕
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と
い
っ
て
も
統
計
に
拠
っ
た
わ
け
で
な
く
、
ま
た
階
層
差
・
都
鄙
差
に
目
配

り
し
て
い
る
け
れ
ど
も
全
く
印
象
的
な
記
述
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
奥
田
義
人
の
言
説
を
引
い
て
、
戸
主
制
度
存
置
論
者
の
弁
を
例
示

し
て
お
こ
う
。

調
査
研
究
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
た
事
実
に
よ
る
こ
と
な
く
、
主
観
的
な
印

象
に
基
づ
い
て
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
は
、
河
田

と
異
な
ら
な
い
。
廃
亡
論
者
も
存
置
論
者
も
と
も
に
根
拠
と
す
る
事
実
の
確

実
性
に
根
本
的
な
問
題
が
あ
る
、
ま
ず
そ
こ
か
ら
固
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、

と
戸
田
は
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。

河
田
の
議
論
は
事
実
よ
り
も
欧
米
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
進
化
論
的
家
族
学

説
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

家
族
制
度
は
其
形
体
の
承
残
存
し
て
居
て
、
其
実
体
に
至
り
て
は
漸
次

に
敗
れ
つ
上
あ
る
様
に
考
へ
ら
れ
ま
す
。
否
寧
ろ
其
実
体
は
殆
ど
な
く
な

っ
た
と
申
し
て
も
よ
い
か
に
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
今
日
の
趨
勢

を
以
て
将
来
を
押
し
て
察
し
た
時
は
、
結
局
我
が
国
も
欧
洲
諸
国
と
同
じ

く
、
個
人
制
度
に
還
り
変
る
べ
き
運
命
を
免
れ
ぬ
も
の
と
覚
悟
せ
ず
で
は

な
ら
ぬ
様
に
思
は
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
〔
奥
田
一
九
二
、
六
三
～

六
四
〕

之
ヲ
進
化
ノ
法
則
ノ
啓
示
ス
ル
所
一
一
照
セ
ハ
原
則
ト
シ
テ
人
類
ノ
生
活

団
体
〈
粗
ヨ
リ
密
二
入
り
大
ヨ
リ
小
二
進
ム
ノ
形
跡
ア
リ
（
中
略
）
由
来

戸
田
は
こ
の
よ
う
に
論
じ
て
戸
主
制
度
の
存
廃
に
か
ん
す
る
当
時
の
議
論

を
批
判
し
、
自
ら
の
研
究
の
射
程
に
言
及
し
て
、
処
女
論
文
の
冒
頭
を
結
ん

戸
田
は
外
山
の
著
作
を
介
し
て
ス
。
ヘ
ン
サ
ー
の
、
ご
苫
旦
堂
鴎
旦
の
Ｒ
ご
‐

ご
蛸
些
を
知
っ
て
こ
れ
を
読
み
、
進
化
論
に
は
理
解
を
も
っ
て
い
た
が
、
こ

の
よ
う
な
意
見
に
組
ゑ
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
進
化
論
を
名
指
し
に
は

し
て
い
な
い
け
れ
ど
、
勢
い
を
も
っ
て
直
ち
に
将
来
を
断
定
せ
ん
と
す
る
も

の
、
と
の
概
括
的
な
表
現
で
こ
れ
を
批
判
し
、
目
的
観
念
に
支
配
さ
れ
理
想

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
人
間
活
動
を
、
因
果
律
だ
け
か
ら
論
じ
る
立
場
を
斥

け
た
。 分

離
的
傾
向
ノ
盛
ナ
ル
所
必
ス
ャ
又
統
合
ノ
勢
強
ク
所
詮
分
化
ト
合
化
ト

ハ
進
化
ノ
大
則
ニ
シ
テ
進
化
ト
ハ
必
寛
単
簡
ヨ
リ
複
雑
二
入
ル
ノ
謂
二
外

ナ
ラ
サ
ル
也
。
（
中
略
）
分
化
ノ
勢
〈
大
家
族
制
度
ヲ
亡
ホ
シ
テ
小
家
族

制
度
ヲ
成
立
セ
シ
メ
又
現
二
小
家
族
制
度
ヲ
モ
崩
解
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ノ

勢
ア
リ
（
下
略
）
〔
河
田
一
九
○
九
、
九
四
、
一
二
七
〕

単
に
勢
を
以
て
直
ち
に
将
来
を
断
定
せ
ん
と
せ
ば
是
亦
決
し
て
正
鵠
を

得
た
る
も
の
な
ら
ず
自
然
界
の
現
象
は
因
果
律
の
承
に
従
っ
て
生
々
減
々

す
る
も
の
な
れ
ど
人
事
界
の
事
象
は
単
に
因
果
律
の
象
に
支
配
さ
る
上
も

の
な
ら
ず
人
間
活
動
は
常
に
目
的
観
念
に
支
配
さ
れ
目
的
行
動
を
な
し
其

行
為
は
或
る
理
想
に
よ
り
て
惹
起
さ
る
上
も
の
な
れ
ば
な
り
。
〔
戸
田

一
九
一
三
、
五
～
六
〕
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具
体
的
に
い
え
ば
、
わ
が
国
の
家
の
制
度
の
変
遷
発
達
の
跡
を
太
古
と
王

朝
時
代
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
の
が
、
彼
の
当
面
の
目
標
で
あ
っ
た
。
今

日
の
時
代
区
分
で
い
え
ば
、
古
代
の
家
の
制
度
変
遷
の
跡
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、
武
家
時
代
つ
ま
り
中
世
以
降
に
及
ば
な
か
っ
た
。

彼
と
し
て
は
別
項
の
研
究
を
期
す
る
の
が
便
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
る
と
き
、
当
時
の
言
論
界
の
一
大
問
題
、
「
戸
主
制
度
」

を
存
置
す
る
か
廃
亡
に
任
せ
る
か
の
問
題
に
、
確
実
な
根
拠
を
も
っ
て
答
え

る
べ
く
、
戸
田
は
家
族
制
度
変
遷
の
事
実
を
確
定
す
る
こ
と
を
当
面
の
研
究

目
標
と
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
作
業
と
し
て
は
古
代
だ
け
の
中
途
半
端
な

も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
着
実
な
方
法
論
の
ゆ
え
に
戸
主
制
度
存
廃
論
批
判

と
し
て
注
目
さ
れ
、
評
価
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

だ
。
こ
の
論
文
の
当
面
の
目
標
に
つ
い
て
は
先
に
ふ
れ
た
が
、
今
一
度
冒
頭

結
び
の
言
葉
で
語
ら
せ
よ
う
。

人
的
生
活
の
将
来
を
断
定
せ
ん
と
せ
ば
勢
の
研
究
を
な
す
と
同
時
に
理

想
の
示
す
所
を
考
察
し
て
以
て
適
当
な
る
推
論
を
施
さ
ぐ
る
べ
か
ら
ず
、

是
れ
家
の
制
度
の
発
達
の
研
究
に
も
亦
勢
と
理
と
の
二
方
面
よ
り
す
る
の

要
あ
る
所
以
な
り
。
然
し
乍
ら
今
效
に
掲
ぐ
る
小
研
究
は
直
ち
に
此
大
問

題
を
解
か
ん
と
す
る
が
如
き
大
胆
な
る
提
言
を
な
す
も
の
な
ら
ず
か
上
る

大
問
題
は
十
分
な
る
資
料
を
有
し
、
且
つ
深
き
研
究
の
上
に
於
て
こ
そ
発

表
し
得
べ
け
れ
。
弦
に
此
研
究
を
致
す
は
只
此
大
問
題
の
最
小
部
分
の
解

答
を
致
さ
ん
と
欲
す
る
の
承
。
〔
戸
田
一
九
一
三
、
六
〕

つ
ぎ
に
「
日
本
に
於
け
る
家
の
制
度
発
達
の
研
究
」
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
、

研
究
資
料
と
論
文
内
容
の
二
側
面
か
ら
点
検
し
て
承
よ
う
。

①
研
究
資
料

処
女
論
文
で
戸
田
が
用
い
た
研
究
資
料
は
、
日
本
史
家
（
法
制
史
家
を
含

む
）
の
そ
れ
と
異
な
ら
な
か
っ
た
。
資
料
は
み
な
既
刊
の
文
献
資
料
で
あ
る

が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
古
代
史
研
究
の
根
本
資
料
を
網
羅
し
、
当
時
と
し
て
利

用
で
き
る
も
の
は
み
な
用
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

古
事
記
、
日
本
書
紀
、
続
日
本
紀
、
日
本
後
紀
、
風
土
記
、
大
宝
令
、

令
集
解
、
令
義
解
、
律
逸
、
律
疏
残
篇
、
類
聚
三
代
格
、
正
倉
院
文
書
の

戸
籍
計
帳
。
伊
勢
物
語
、
枕
草
紙
、
士
佐
日
記
、
源
平
盛
衰
記
。
日
本
霊

異
説
、
古
事
談
、
政
事
要
略
な
ど
。
そ
の
ほ
か
、
古
代
史
家
・
栗
田
寛

（
元
次
）
、
日
本
法
制
史
家
・
小
中
村
清
矩
や
中
田
薫
ら
の
著
書
論
文
。

戸
田
は
ま
る
で
古
代
史
家
の
よ
う
な
作
業
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
古
代
に

か
ん
す
る
こ
れ
だ
け
の
根
本
史
料
や
専
門
家
の
業
績
を
読
み
こ
な
し
て
論
文

を
書
い
た
社
会
学
者
と
し
て
は
、
ほ
か
に
有
賀
喜
左
衛
門
（
一
八
九
七
～
一

九
七
九
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど
も
、
有
賀
（
「
上
代
の
家
と
村

落
」
一
九
四
三
）
よ
り
三
○
年
も
前
に
こ
の
作
業
を
行
っ
て
格
調
高
い
論
文

に
ま
と
め
た
こ
と
は
、
後
年
戸
田
の
家
族
構
成
分
析
だ
け
を
受
け
継
い
だ
社

会
学
者
に
と
っ
て
驚
嘆
の
ほ
か
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

③
論
文
内
容

三
、
処
女
論
文
の
資
料
と
内
容
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序
説
に
つ
づ
く
本
論
は
、
第
一
章
太
古
に
於
け
る
家
の
制
度
、
第
二
章

王
朝
時
代
の
家
の
制
度
、
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
章
と
第
二
章
の
そ
れ
ぞ
れ

で
は
、
男
女
の
社
会
的
地
位
の
考
察
を
糸
口
と
し
て
ま
ず
婚
姻
制
度
の
考
察

を
遂
げ
、
つ
い
で
家
の
体
制
（
構
成
）
と
し
て
、
夫
婦
関
係
・
親
子
関
係
に

始
ま
っ
て
氏
の
組
織
、
家
の
構
成
に
及
び
、
最
後
に
家
の
運
営
（
機
能
）
と

し
て
、
祖
先
崇
拝
、
支
配
関
係
、
経
済
の
考
察
に
至
っ
て
い
る
。
史
料
こ
そ

史
家
と
同
じ
だ
が
、
考
察
の
手
順
は
社
会
学
的
で
あ
る
。
論
述
も
論
理
的
分

析
的
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
証
拠
と
し
て
史
料
が
鐘
め
ら
れ
、
史
料
の
乏
し
い

と
こ
ろ
を
論
理
が
補
っ
て
い
る
。

戸
田
は
男
女
の
社
会
的
地
位
の
考
察
か
ら
出
発
し
て
婚
姻
制
度
を
考
察
し

た
。
こ
の
手
法
の
ヒ
ン
ト
を
外
山
の
論
文
「
神
代
の
女
性
」
か
ら
え
た
こ
と

は
、
戸
田
の
書
評
論
文
〔
一
九
二
五
〕
か
ら
推
測
さ
れ
る
。
外
山
に
は
「
神

代
の
女
性
」
の
ほ
か
に
「
神
代
の
婚
姻
及
び
家
族
制
度
」
が
あ
り
、
と
も
に

『
上
山
存
稿
』
に
収
録
さ
れ
て
一
九
○
九
年
（
明
治
四
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
。

そ
の
年
一
高
の
三
年
生
に
な
っ
て
い
た
戸
田
は
、
図
書
館
で
外
山
の
「
神
代

の
女
性
」
を
読
み
、
こ
れ
が
大
学
で
社
会
学
を
専
修
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。
の
み
な
ら
ず
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
を
選
ぶ
時
も
、
外
山
の
影
響
が
最
も

大
き
か
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
か
ら
、
生
前
会
っ
た
こ
と
す
ら
な
い
け
れ
ど
、

外
山
の
影
響
は
疑
い
え
な
い
の
で
あ
る
〔
戸
田
一
九
五
三
〕
・

戸
田
が
東
大
の
学
生
で
あ
っ
た
頃
、
社
会
学
研
究
室
の
本
棚
の
下
に
箱
が

あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
種
々
の
記
録
や
史
実
な
ど
に
か
ん
す
る
索
引
カ
ー
ド
が

随
分
沢
山
入
れ
て
あ
っ
た
。
戸
田
た
ち
は
、
そ
れ
は
外
山
が
在
任
中
に
研
究

に
着
手
す
る
予
定
で
助
手
に
作
ら
せ
た
も
の
だ
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

カ
ー
ド
の
こ
と
を
建
部
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
こ
れ
も
外
山
先
生
の
お
考
え

に
基
づ
い
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
」
、
と
答
え
た
と
い
う
〔
戸
田

一
九
四
八
、
二
七
～
八
〕
。
逝
去
後
一
○
年
余
を
へ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
な
お
外
山
の
遺
風
が
残
る
社
会
学
研
究
室
の
雰
囲
気
の
な
か
で
、
戸
田

は
、
社
会
学
論
の
体
系
の
樹
立
を
急
い
で
い
た
師
建
部
よ
り
は
、
種
を
実
証

研
究
を
試
ゑ
た
建
部
の
師
外
山
か
ら
強
烈
な
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
第
二
章
の
末
尾
で
論
文
そ
の
も
の
も
突
然
ぶ
つ
り
と
切
れ
る
よ
う

に
終
り
、
序
説
に
対
応
す
る
結
び
が
な
い
。
結
び
の
見
出
し
が
な
く
て
も
、

事
実
上
の
結
び
の
言
葉
が
あ
れ
ば
よ
い
の
だ
が
、
こ
れ
も
な
い
。
太
古
と
王

朝
時
代
の
家
の
制
度
を
研
究
し
て
え
た
暫
定
的
な
結
論
と
中
世
以
降
の
家
の

制
度
の
変
遷
の
展
望
が
、
最
後
の
部
分
で
い
か
な
る
形
で
あ
れ
述
べ
ら
れ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
そ
れ
が
全
く
欠
如
し
て
い
る
。
せ
め
て
（
未

完
）
の
注
記
が
あ
れ
ば
と
思
う
の
だ
が
、
そ
れ
も
な
い
唐
突
な
終
り
か
た
な

の
で
あ
る
。

年
報
掲
載
論
文
に
は
結
び
の
言
葉
が
欠
け
て
い
る
に
せ
よ
、
そ
の
原
型
を

な
す
卒
業
論
文
に
も
結
び
の
言
葉
が
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
古
代

を
中
心
と
し
た
卒
業
論
文
は
、
そ
の
標
題
の
と
お
り
中
世
以
降
の
変
遷
に
も

ふ
れ
て
お
り
、
結
論
も
つ
い
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
、
中
世

以
降
の
研
究
資
料
が
い
よ
い
よ
豊
富
の
度
を
加
え
て
い
た
の
で
、
新
資
料
に

よ
る
中
世
以
降
の
再
考
察
と
そ
の
上
で
の
結
論
の
書
き
直
し
を
計
画
し
、
遠

く
な
い
将
来
に
そ
の
実
現
を
期
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
序
説
末
尾
に
、

武
家
時
代
以
降
の
こ
と
は
「
別
項
の
研
究
を
期
す
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
、
一
つ
の
証
拠
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
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中
世
以
降
に
つ
い
て
家
の
変
遷
発
達
に
か
ん
す
る
研
究
を
推
進
す
る
こ
と

は
、
こ
の
主
題
の
研
究
が
乏
し
か
っ
た
当
時
と
し
て
は
た
い
へ
ん
な
難
事
業

で
あ
っ
て
、
戸
田
の
行
く
手
に
厚
く
高
い
壁
の
よ
う
に
立
ち
は
だ
か
っ
た
。

卒
業
後
三
年
半
ド
イ
ツ
語
の
教
師
と
し
て
勤
務
し
た
富
山
県
立
薬
学
専
門
学

校
は
、
勉
強
の
で
き
る
環
境
で
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
し
、
こ
れ
に
つ
づ

く
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
助
手
と
し
て
勤
務
し
た
二
年
間
も
、
給
料
が
安

く
て
あ
ま
り
勉
強
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
〔
戸
田
一
九
五
三
〕
・
卒
業
後

数
年
間
研
究
条
件
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
戸
田
が
、
自
ら
に
課
し
た
テ
ー
マ
を

直
ち
に
追
究
し
つ
づ
け
る
こ
と
は
、
不
可
能
に
近
い
こ
と
だ
っ
た
よ
う
で
あ

ヲ
（
》
Ｏ

他
方
、
戸
田
の
研
究
関
心
を
拡
大
し
さ
ら
に
は
転
換
さ
せ
る
よ
う
な
社
会

的
環
境
条
件
が
整
い
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
世
帯
を
調
査
単
位
と
す

る
内
務
省
の
統
計
的
調
査
が
始
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
日
露
戦
争
後
経
済
界

は
好
況
を
呈
し
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の
労
働
力
移
動
が
激
化
す
る
一
方
、
富

の
偏
在
か
ら
都
市
細
民
層
の
貧
困
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
っ
た
。
治
安
維

持
の
た
め
に
政
府
が
救
貧
施
策
を
講
じ
よ
う
に
も
、
実
態
が
つ
か
め
て
い
な

い
。
そ
こ
で
、
内
務
省
地
方
局
が
東
京
市
の
江
東
地
区
（
下
谷
・
浅
草
・
本

所
・
深
川
）
で
細
民
調
査
を
実
施
し
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
戸
田
が
卒
業
論
文

を
ま
と
め
た
一
九
二
年
か
ら
二
年
に
か
け
て
で
あ
り
、
そ
の
結
果
は
ほ
ど

な
く
『
細
民
調
査
統
計
表
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
〔
内
務
省
地
方
局
一
九

四
、
大
正
前
期
に
お
け
る
研
究
関
心
の
拡
大

一
二
・
一
九
一
四
〕
。
つ
い
で
内
務
省
は
、
一
九
○
五
年
（
明
治
三
八
）
実

施
予
定
の
と
こ
ろ
日
露
戦
争
の
た
め
に
延
期
さ
れ
て
い
た
国
勢
調
査
の
実
施

準
備
に
向
け
て
動
き
だ
し
、
一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
に
は
一
九
二
○
年
の

実
施
を
定
め
た
国
勢
調
査
施
行
令
（
勅
令
）
の
公
布
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

も
う
一
つ
は
、
世
相
の
動
き
の
な
か
で
民
衆
の
生
活
が
注
目
さ
れ
、
世
帯

を
単
位
と
す
る
生
活
調
査
が
研
究
者
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
前
者
を
大
環
境
と
す
れ
ば
こ
れ
が
小
環
境
と
な
っ
て
、
前
者
と

は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
戸
田
の
研
究
関
心
に
与
え

た
。

一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
七
月
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
や
、
日
本

は
交
戦
国
へ
の
物
資
供
給
基
地
と
な
っ
て
産
業
が
発
展
し
始
め
た
が
、
大
戦

景
気
に
と
も
な
う
物
価
の
高
騰
に
賃
金
の
上
昇
が
追
い
つ
か
ず
、
か
え
っ
て

労
働
者
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
た
た
め
労
働
争
議
が
頻
発
し
、
一
九
一
八
年
に

は
八
～
九
月
の
五
○
日
間
米
騒
動
が
全
国
を
席
巻
し
て
、
ほ
と
ん
ど
騒
乱
状

態
と
な
っ
た
。
民
衆
が
生
活
難
に
喘
い
で
社
会
不
安
が
増
大
す
る
世
相
に
た

い
し
て
、
戸
田
は
社
会
主
義
者
た
ち
の
主
張
す
る
社
会
改
革
よ
り
は
、
自
由

主
義
者
た
ち
の
説
く
社
会
改
良
に
賛
成
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
戸
田
の
こ

と
だ
か
ら
、
社
会
改
良
に
は
そ
の
前
提
と
し
て
生
活
実
態
の
科
学
的
把
握
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
の
頃
、
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
で
統
計
学
を
担
当
し
て
い
た
高
野
岩

三
郎
（
一
八
七
一
～
一
九
四
九
）
は
、
労
働
運
動
を
支
持
す
る
立
場
か
ら
生

活
費
調
査
に
よ
っ
て
労
働
者
生
活
の
低
さ
を
客
観
的
に
証
明
す
る
努
力
を
重

ね
て
い
た
。
一
九
一
六
年
に
は
友
愛
会
員
の
協
力
を
え
て
「
東
京
二
於
ケ
ル
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二
十
職
工
家
計
調
査
」
を
実
施
し
、
こ
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
一
九
一
九
年

に
は
内
務
省
保
健
衛
生
調
査
会
の
事
業
と
し
て
東
京
市
京
橋
区
月
島
で
労
働

者
家
族
に
た
い
す
る
本
格
的
な
家
計
簿
調
査
を
開
始
し
て
い
た
〔
中
鉢
一

九
七
一
〕
。
こ
の
情
報
は
戸
田
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。

関
西
で
は
、
一
九
一
六
年
、
倉
敷
紡
績
社
長
の
大
原
孫
三
郎
（
一
八
八
○

～
一
九
四
三
）
が
大
阪
に
石
井
記
念
愛
染
園
を
設
立
し
、
社
会
問
題
研
究
室

を
付
設
し
た
。
一
九
一
八
年
の
米
騒
動
を
契
機
と
し
て
研
究
部
門
の
強
化
を

計
り
、
研
究
室
を
研
究
所
に
昇
格
独
立
さ
せ
、
東
大
の
高
野
岩
三
郎
（
所
長

候
補
）
、
京
大
の
米
田
庄
太
郎
（
一
八
七
三
～
一
九
四
五
）
と
河
田
嗣
郎
の

三
名
を
委
員
に
迎
え
た
。
一
九
一
九
年
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。

大
原
社
会
問
題
研
究
所
の
設
立
を
知
っ
た
戸
田
は
、
東
大
助
手
の
給
料
で

は
食
べ
て
ゆ
け
な
い
か
ら
、
給
料
が
よ
い
と
い
う
噂
の
大
原
社
研
に
い
っ
て

働
き
た
い
と
思
い
、
や
っ
と
の
思
い
で
建
部
教
授
の
了
承
を
え
た
の
で
、
か

ね
て
か
ら
戸
田
に
好
意
的
だ
っ
た
米
田
に
書
面
で
就
職
斡
旋
を
依
頼
し
た
。

米
田
か
ら
は
「
君
が
き
て
く
れ
る
の
は
有
難
い
、
で
き
る
だ
け
世
話
す
る
か

ら
」
と
い
う
返
事
を
も
ら
い
、
高
野
の
簡
単
な
面
接
試
問
も
パ
ス
し
た
。
こ

う
し
て
、
開
所
後
間
も
な
く
京
都
に
転
居
し
て
大
原
社
研
へ
の
勤
務
を
始
め

た
〔
戸
田
一
九
五
三
〕
。

一
九
二
○
年
に
は
高
野
が
正
式
に
所
長
に
就
任
し
、
そ
の
年
い
わ
ゆ
る
森

戸
事
件
で
東
大
を
連
挟
辞
職
し
た
櫛
田
民
蔵
（
一
八
八
五
～
一
九
三
四
）
、

大
内
兵
衛
（
一
八
八
八
～
一
九
八
○
）
、
森
戸
辰
男
（
一
八
八
八
～
一
九
八

四
）
が
加
わ
り
、
そ
の
翌
年
に
は
細
川
嘉
六
（
一
八
八
八
～
一
九
六
二
）
も

加
わ
っ
て
、
大
原
社
研
は
日
本
の
社
会
科
学
研
究
の
強
力
な
拠
点
と
な
る
の

で
あ
る
が
ゞ
戸
田
が
所
員
と
な
っ
た
頃
は
研
究
室
時
代
か
ら
の
職
員
が
三
・

四
人
い
た
だ
け
で
あ
り
、
ま
だ
独
立
の
建
物
も
な
か
っ
た
。
研
究
歴
か
ら
言

え
ば
、
戸
田
は
す
で
に
研
究
所
を
代
表
す
る
所
員
で
あ
っ
た
。

戸
田
の
回
想
録
に
よ
れ
ば
、
生
活
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
大
原
社
研
入
り
し

た
よ
う
で
あ
り
、
「
労
働
問
題
を
多
少
と
も
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
い
う

程
度
の
期
待
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
原
社
研
へ
の
入
所
は
回
想

録
が
与
え
る
印
象
よ
り
も
よ
り
多
く
、
戸
田
自
身
の
研
究
関
心
の
拡
大
あ
る

い
は
転
換
と
結
合
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
証
拠
は
入
所
早
々
の
一
九
一
九
年
五
月
、
大
原
社
研
所
員
の
肩
書

（
東
大
は
ま
だ
依
願
免
本
官
に
な
ら
ず
）
で
行
っ
た
「
生
活
調
査
法
に
就
い

て
」
と
題
す
る
講
演
で
あ
る
〔
戸
田
一
九
一
九
〕
・
社
会
が
病
的
状
態
を

呈
す
る
時
に
は
、
事
態
の
改
善
の
た
め
に
ま
ず
生
活
状
態
に
つ
い
て
の
基
本

的
調
査
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
調
査
は
政
治
の
運
用
、
社
会
改
良
の
ほ
か
学

術
研
究
の
た
め
に
必
要
だ
と
い
う
。
生
活
調
査
法
と
し
て
は
、
数
で
表
現
し

う
る
も
の
に
つ
い
て
の
統
計
法
と
数
で
表
現
し
え
な
い
部
分
に
つ
い
て
の
個

別
的
調
査
法
と
が
あ
る
う
ち
、
前
者
は
政
府
機
関
で
実
施
で
き
る
が
、
困
難

な
の
は
後
者
で
あ
っ
て
、
個
人
生
活
の
内
外
に
わ
た
る
多
数
の
事
項
に
つ
い

て
多
く
の
人
々
を
調
査
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
家
計
収
支

に
し
ぼ
っ
て
調
査
す
る
家
計
簿
式
調
査
法
が
開
発
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
、

そ
の
解
説
で
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
の
で
あ
る
。
高
野
方
式
の
調
査
を
社
会

学
的
に
位
置
づ
け
た
こ
の
講
演
は
、
戸
田
の
研
究
関
心
の
拡
大
を
反
映
し
、

焦
点
の
転
換
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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一
九
一
九
年
一
○
月
、
入
所
後
僅
か
半
年
余
り
と
い
う
の
に
、
戸
田
は
建

部
の
勧
め
で
東
大
に
帰
る
こ
と
と
な
り
、
翌
一
九
二
○
年
（
大
正
九
）
二
月
、

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
講
師
と
し
て
、
第
一
次
大
戦
の
戦
火
が
収
ま
っ
た
ば

か
り
の
疲
弊
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
、
戦
後
の
好
況
に
湧
く
ア
メ
リ
カ
へ
の
二

年
七
ヵ
月
に
及
ぶ
留
学
の
途
に
上
っ
た
。
欧
米
の
大
学
と
く
に
一
年
間
滞
在

し
た
シ
カ
簿
．
大
学
で
、
戸
田
は
社
会
問
題
を
と
ら
え
て
深
く
探
究
し
て
ゆ
く

学
風
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
社
会
調
査
の
理
論
と
技
法
を
習
得
し
て
帰

朝
し
た
。
戸
田
は
留
学
に
よ
っ
て
大
原
社
研
時
代
の
研
究
関
心
を
深
め
、
そ

の
た
め
の
調
査
法
を
精
練
す
る
機
会
を
え
た
の
で
あ
る
。

こ
の
間
、
国
内
で
は
政
府
が
戸
主
制
度
存
置
の
た
め
に
民
法
改
正
を
め
ざ

し
て
行
動
を
起
こ
し
、
臨
時
教
育
会
議
の
建
議
を
受
け
て
一
九
一
九
年
に
臨

時
法
制
審
議
会
を
設
置
し
た
。
こ
う
し
て
、
言
論
界
に
お
け
る
戸
主
制
度
存

廃
論
の
役
割
は
終
わ
っ
た
。
他
方
、
大
戦
後
の
労
働
運
動
の
高
ま
り
の
な
か

で
、
東
大
法
科
大
学
教
授
の
吉
野
作
造
（
一
八
七
八
～
一
九
三
三
）
ら
進
歩

的
思
想
家
が
論
陣
を
は
っ
て
普
選
運
動
を
鼓
舞
し
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
潮
流

が
渦
巻
く
時
代
へ
と
移
行
し
て
い
た
。
ま
た
、
懸
案
の
国
勢
調
査
の
準
備
が

進
承
、
予
定
ど
お
り
一
九
二
○
年
に
は
実
施
さ
れ
て
、
戸
田
が
帰
朝
す
る
頃

に
は
そ
の
集
計
作
業
が
進
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

帰
朝
後
、
戸
田
は
直
ち
に
助
教
授
に
昇
任
し
、
建
部
教
授
の
後
任
と
し
て

社
会
学
第
一
講
座
担
任
と
な
っ
た
。
卒
業
論
文
以
来
温
め
て
き
た
日
本
の
家

五
、
む
す
び

族
制
度
の
研
究
を
推
し
進
め
る
つ
も
り
で
、
最
初
婚
姻
制
度
の
講
義
を
準
備

し
た
が
、
ど
う
も
ポ
イ
ン
ト
が
は
っ
き
り
掴
め
ず
う
ま
く
ゆ
か
な
い
。
そ
こ

で
、
出
発
点
に
も
ど
っ
て
種
々
勉
強
し
て
い
る
う
ち
に
、
欧
米
の
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
異
な
る
日
本
の
家
の
解
明
に
は
、
団
体
と
し
て
の
家
族
の
性
質
を
見
極

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
〔
戸
田
一
九
五
三
〕
。
こ
こ
に

始
ま
っ
た
自
分
自
身
の
研
究
の
問
い
直
し
を
と
お
し
て
、
大
正
初
期
以
降
の

社
会
的
知
的
環
境
の
潜
在
的
イ
ン
パ
ク
ト
が
一
挙
に
顕
在
化
す
る
。
か
く
て
、

第
一
回
国
勢
調
査
の
千
分
の
一
抽
出
写
し
と
出
会
う
こ
と
に
よ
り
、
家
族
制

度
変
遷
の
研
究
か
ら
家
族
と
い
う
生
活
集
団
の
研
究
へ
の
、
研
究
関
心
の
転

換
が
速
や
か
に
実
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
日
本

の
家
族
研
究
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
集
団
論
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
誕
生
を
告
げ
る
も

の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

処
女
論
文
か
ら
大
正
末
期
以
降
の
研
究
へ
の
跳
躍
的
展
開
が
ど
の
よ
う
に

し
て
生
じ
た
か
、
そ
の
過
程
を
考
察
し
た
の
で
あ
る
が
、
な
お
初
期
の
研
究

と
中
期
以
降
の
研
究
と
の
間
に
研
究
態
度
と
し
て
は
一
貫
す
る
も
の
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
、
こ
の
稿
を
閉
じ
た
い
と
思
う
。

そ
の
第
一
は
、
卒
業
論
文
に
示
さ
れ
た
事
実
を
客
観
的
に
確
定
し
よ
う
と

す
る
科
学
的
態
度
で
あ
る
。
こ
の
姿
勢
が
文
献
資
料
を
用
い
て
は
さ
き
に
家

族
制
度
の
研
究
を
産
み
、
現
在
の
実
態
に
つ
い
て
の
豊
富
な
調
査
資
料
に
接

す
る
や
、
家
族
構
成
の
研
究
が
開
花
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
事
実
を
客
観
的
に
確
定
す
る
た
め
に
、
単
に
資
料
を
積
承
重
ね

て
論
証
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
う
し
た
作
業
を
背
後
で
論
理
的
思
考
が
支
え

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
先
に
は
家
族
制
度
史
の
研
究
を
史
家
の
そ
れ
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文
献

中
鉢
正
美
、
一
九
七
一
、
家
計
調
査
と
生
活
研
究
、
『
生
活
古
典
叢
書
７

家
計
調
査
と
生
活
研
究
』
、
光
生
館
、
一
～
三
九
頁
。

本
庄
栄
治
郎
、
一
九
一
三
、
我
戸
主
制
度
ノ
得
失
ヲ
論
ス
、
『
京
都
法
学
会

雑
誌
』
八
巻
、
一
二
五
二
～
一
二
八
九
頁
、
二
二
八
四
～
二
三
○
三
頁
。

今
井
清
一
、
一
九
七
四
、
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
（
日
本
の
歴
史
路
）
、

中
公
文
庫
。

河
田
嗣
郎
、
一
九
○
九
、
『
家
族
制
度
ノ
発
達
』
、
京
都
法
学
会
。

河
田
嗣
郎
、
一
九
一
○
、
家
族
制
度
維
持
ノ
必
要
ト
其
方
法
、
『
国
家
学
会

雑
誌
』
二
四
巻
三
号
、
三
四
七
～
三
五
五
頁
。

森
岡
清
美
、
一
九
九
三
、
『
現
代
家
族
変
動
論
』
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。

内
務
省
地
方
局
、
一
九
一
二
、
『
細
民
調
査
統
計
表
』
。

と
異
な
ら
し
め
、
後
に
は
家
族
の
集
団
的
性
質
の
考
察
に
至
ら
し
め
た
の
で

あ
る
。第

三
に
、
王
朝
時
代
の
家
族
構
成
を
研
究
す
る
さ
い
に
用
い
ら
れ
た
古
代

の
戸
籍
が
、
『
家
族
の
研
究
』
〔
一
九
二
六
〕
の
諸
言
で
言
及
さ
れ
、
さ
ら

に
一
九
三
七
年
の
『
家
族
構
成
』
第
二
章
第
三
節
近
親
者
と
家
族
構
成
員

の
な
か
で
は
再
度
活
用
さ
れ
て
、
い
っ
そ
う
克
明
な
解
析
に
よ
り
現
代
の
家

族
と
の
比
較
資
料
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
古
代
家
族
の
研
究
の
う
ち

家
族
構
成
に
か
ん
す
る
部
分
が
、
大
正
末
期
以
降
の
研
究
の
な
か
に
取
り
込

ま
れ
、
そ
の
意
味
で
戸
田
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
一
つ
の
足
場
を
形
成
し
た
の

で
あ
る
。

内
務
省
地
方
局
、
一
九
一
四
、
『
細
民
調
査
統
計
表
摘
要
』
。

奥
田
義
人
、
一
九
二
、
家
族
制
度
に
就
い
て
、
東
亜
協
会
編
『
国
民
教
育

と
家
族
制
度
』
、
目
黒
書
店
、
五
七
～
八
一
頁
。

戸
田
貞
三
、
一
九
一
三
、
日
本
に
於
け
る
家
の
制
度
発
達
の
研
究
、
『
日
本

社
会
学
院
年
報
』
一
巻
一
・
二
号
合
巻
、
三
～
一
三
八
頁
。

戸
田
貞
三
、
一
九
一
九
、
生
活
調
査
法
に
就
い
て
、
『
救
済
研
究
』
七
巻
六

号
、
二
八
～
四
五
頁
。

戸
田
貞
三
、
一
九
二
五
、
故
外
山
教
授
の
「
神
代
の
女
性
」
に
就
い
て
、

『
社
会
学
雑
誌
』
九
号
、
一
～
二
二
頁
。

戸
田
貞
三
、
一
九
二
六
、
『
家
族
の
研
究
』
、
弘
文
堂
。

戸
田
貞
三
、
一
九
三
七
、
『
家
族
構
成
』
、
弘
文
堂
。

戸
田
貞
三
、
一
九
四
八
、
建
部
先
生
の
思
ひ
出
、
『
社
会
学
研
究
』
二
巻
一

集
、
二
五
～
一
一
九
頁
。

戸
田
貞
三
、
一
九
五
三
、
学
究
生
活
の
思
い
出
、
『
思
想
』
三
五
三
号
、
八

六
～
九
五
頁
。

外
山
正
一
、
一
九
○
九
、
神
代
の
女
性
、
『
入
山
存
稿
』
。

（
本
稿
は
『
戸
田
貞
三
先
生
著
作
集
』
出
版
記
念
会
に
お
い
て
行
っ
た
追

善
講
演
「
戸
田
貞
三
博
士
処
女
論
文
の
位
置
づ
け
」
の
原
稿
に
加
筆
し
、

改
題
し
た
も
の
で
、
同
著
作
集
別
巻
に
収
録
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
）

（
一
九
九
三
・
八
・
二
八
）

（
成
城
大
学
家
族
社
会
学
・
宗
教
社
会
学
）
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